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（２）農家のしごと  

①会津
あ い づ

みしらずがきをつくる 

 

かき 畑
は゛たけ

のようす 

「うわあっ,かきがたくさんなっている。それに,木が何本
なんほ゛ん

もある。」 

「すごい。はしご車みたいなのにのって,かきをとっているよ。」 

「かごにいっぱいとれているね。このかきは,すぐに食べられるのかな。」 

  今日は,会津みしらずがきの見学の日です。みんなで,学校の近くにある農家
の う か

のかき

畑に来ています。 

  この畑には,30 本いじょうのかきの木がうえられています。ほかのところにも畑があ

るそうです。 

とったかきのじくをとる 

 
 みんなで,畑のようすをしらべました。かきを家にはこんでからのようすも見せてもらい

ました。 

 こやの中にあったものもしらべました。 

 しらべてわかったことは,かんたんにメモしていきました。 

 わからないことは,農家のおじさんにうかがいました。 



農家のおじさんは,どうやって会津みしらずがきをつくっているのでしょうか。

 
 

かきをつくるしごとには,どのような工夫があるのでしょうか 

おいしいかきをつくるには 

 ゆみこさんは,農家のおじさんに,おいしいかきをつくる工夫についてうかがいました。 

 

農家のおじさんの話 

  

①ひりょうをまく。（4 月） 

②しょうどくをする。（5 月～6 月） 

③よぶんなつぼみをとる。 

（5 月～6 月） 

④下草
し た く さ

をかる。（7 月～8 月） 

 
 

かずし君は,どうしてかきづくりがさかんになったのか,おじさんにたずねて,図にまとめて

みました。 

 
 

くみさんのノート 

いろいろなくふう 

・「せんてい」でいちばん気をつかう。三角形になるように切る。 

おいしくて,大きなかきをつくるため,よぶんなつぼみ

や実
み

をとる作業
さぎょう

をします。実がなりすぎると,えいよう

がいきわたらず,おちてしまうからです。 また,冬の間

に,いらないえだを切って(せんてい),どのえだにも日光

がいきわたるように,全体
ぜんたい

の形が三角形になるように

します。 

⑤多すぎる実をとる。（7 月～8 月） 

⑥しゅうがくする。 

（10 月末
すえ

～11 月中 旬
ちゅうじゅん

） 

⑦いらないえだを切る。 

（1 月～3 月） 

⑧雪おろしをする。支柱
し ち ゅ う

でささえる。

（1 月～3 月） 



・よぶんなつぼみや実をとるぎじゅつをけんきゅうしている。 

・とれたかきは,きずをつけないように気をつけている。 

・しもがあたらないうちにしゅうかくしている。   

 

農家のようすは,どのようになっているのでしょうか。 

かきをつくる農家のようす 

 かよさんたちは,かきをつくっている農家のようすについてしらべました。おじさんが,

「家ぞくぜんいんで,力を合わせて,しごとをしています。」と,教えてくださいました。 

 とくに,しゅうかくのときは,しんせきなどに手つだいにきてもらうそうです。 

農家のおじさんの話 

  

 
 

こやでのしごと 

 

ひるまは,畑へ行ってかきをとり,夜
よる

はこやの

中で,かきを大きさごとに分けたり,しぶをぬいた

り,はこにつめたりしています。 

 しも注意報
ちゅういほう

が出ると,ひと晩 中
ばんじゅう

木やもみがらな

どをもやして,かきの木のまわりをあたためるこ

ともあります。 

こやの中を見せていただきました。 

さいごに,かき畑がどこにあるか教えていただき,見に行きました。 

  

生産
せいさん

組合
くみあい

で聞いてきたこと 

 農家でとれたかきは,どのようにしてわたしたちの家にとどくのでしょうか。 

 みんなで,生産組合へ行って,お話を聞いてみました。 

 



せんか場にはこばれてきた会津みしらずがき 

 このへやの中でしぶぬきされる。 

 

かきがおくり出されるまで 

 
トラックのかきは,どこへおくられるのでしょうか。 

 ゆうこさんは,トラックの行き先をたずねました。すると,生産組合の人が,「このトラック

は,市内の市場
い ち ば

へ行くんですよ。かきは,ここから,県内
けんない

や県外
けんがい

の市場へおくられ,各地の

スーパーマーケットややおやさんで売られます。」と教えてくださいました。それから,市

では,どんなところでかきが多くつくられているかについてもうかがいました。また,生産

組合のしごとについても教えていただきました。 

生産組合の人の話 

  
  

てきか：よぶんな実をとること 

せんか：よいものをえらんだり大きさで分けたりすること 

 

 
やおやさんにならべられた会津みしらずがき 

たいちくんのまとめ 

 

かきは,門田地区
も ん で ん ち く

や大戸地区
お お と ち く

で多くつくられていま

す。とくに山のけいしゃを利用
り よ う

してつくっています。 

 生産組合は,かきをつくる農家があつまってつくった

のです。てきかやしょうどくのしかたを勉強したり,せん

かやしゅっかを協同
きょうどう

でしたりしています。 

◇ 会津みしらずがきが多くつくられているところ 

・ 門田地区で多くつくられている。 

・ 山のしゃめんに、かき畑が広がっていた。 

・ ほかの作物は、どうかなと思った。 

掲載情報の著作権は会津若松市教育委員会に帰属します。 

 


